
1 月 12 日～２月末          御所沼 

見に来ませんか 御所沼の干し上げ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成８年に復元された御所沼。古河公方の歴史に

思いをはせたり、水遊び、風景鑑賞など、市民にと

って大切で楽しい場所です。また、生き物たちにと

っても大切な場所です。復元から９年、底に泥が堆

積して、メタンガスが発生するなど環境が悪化。こ

のたび、水を抜いて底を日光や空気にあてて、環境

改善を図ります。水位は、６月のうちに、回復予定。 
 その他、下記の成果を見込んでいます。 
・泥の堆積状況の把握 

 復元された御所沼は、昔と違って、閉鎖性水域（ため池

の状態）であることが特徴。水の出入りは少なく、特に、

泥は入って来るが出ていくことがありません。将来は、水

深が浅くなって、陸地となります。そのすすみ具合を把握

します。 

・護岸の補修、改修 

護岸の破損状況をチェックして、補修・改修の方法を

導き出して、実施します。 

・生き物調査 

 普段では、なかなか調べることの出来ない、沼の底にい

る生物たちを調べることができます。ウナギは本当にいる

のか？どんな貝の仲間たちが生息しているのか？ 

・指定外来生物を取り除く 

 ﾌﾞﾗｯｸﾊﾞｽ、ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ、ｱﾒﾘｶﾅﾏｽﾞは、除去。 

 

 

12 月 24,25 日            管理棟 

公園で作った門松で、新年を迎えました 

 募集のチラシを出す前から、毎年師走になると、

参加申し込みが出てくる不思議な企画。参加８組。 
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●イヌシデ● 

［科名］カバノキ科、落葉高木 
［樹高］20ｍ程 
［ 花 ］雄花は、黄褐色で長さ４～５cm 
［花期］４月 
公方様の森を構成する主な樹木のひとつ。

林内にあるシデの仲間は、イヌシデとアカシ

デ。老木になると灰白色でなめらかな幹に、

白い浅い裂け目ができる。４月末頃、花穂が

一斉に御所沼に落下し、水面を赤く染める景

観も、ご覧いただきたい。 

雪吊り 
わ き 水 に
井戸 絵画展 

円卓会議 
門松づくり 

沼の干し上げ 

参加者ご感想「こんな立派なのが出来るとは、家族が見て

びっくりするぞ」「せっかく作って、正月だけ飾るんじゃ

もったいない、一年ぐらいかざっておきたいヨ」「公民館

とかでも、こういうのやってくれないかしら」など 

毎年、苦労するのが

縄の結び方。参加者

同士で、先に憶えた

方が、他の人に教え

てあげたりと、アッ

トホームな雰囲気で

した。 

今年は、門松の

材料が、園内の

どこにあるのか

も紹介しながら

進めました。春

草 席 の そ ば で

は、クマザサを

収穫。 

ハギのなわじめ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※総合公園は 2003 年に「文化景観の保護と管理に関するメリナ・メ

ルクーリ国際賞」（主催／ユネスコ）を受賞。将来にわたって、市民

のみなさんと一緒に、総合公園の魅力的な景観の再発見と新しい景観

の発見に取り組み続けたいと願っています。 
 
  12 月 15 日（木）         管理棟 

第 15 回 古河総合公園づくり円卓会議 
 

式次第 

検討事項 

●御所沼の干し上げ実施について 

●古河総合公園スタンプラリー開催について 

報告事項 

●円卓会議のメンバーによる新古河市の公園ツアー 

●10-12 月期の公園づくり 

 
★今回の主な成果 
・円卓会議では、４月より御所沼の干し上げ実施について検

討してきました。１月上旬からの実施を決めました。 
・合併をきっかけに、総和地区や三和地区の方にも古河照合

公園を、より一層ご利用いただきたいとの思いから、古河

総合公園の紹介をかねた、スタンプラリーを３月５日に開

催することが決まりました。（参加募集のチラシは2月中旬

までに、小学校に配布する予定） 
・新古河市における古河総合公園の位置づけを考えてみたい

との思いから、総和地区や三和地区の公園の視察の実施が

決まりました。 
 

管理の景観も魅力にしています 
魅力的な景観は、花や自然や建築物にとどまりま

せん。作業員のシルバーさんたちとアイデアを出し

合って、管理の景観づくりに取り組んでいます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

菖蒲田のわき水をお楽しみ下さい 
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太字斜体：今年の予定  ：花の開花、   ：花の見頃（1999～2005 年の記録から） ×：管理棟休館 
※１：つくばサークル 0298-74-6448 ※２：リサイクル友好会 0280-62-2738 

ハギのなわじめ（南エリア園路） 

冬枯れしたハギの幹を剪定した後片づけやすいように

と、縄でしばっていたところ、その景観が面白いことか

ら、偶然発案されました。縄の結び目は、いぼ結びで、

さらに一工夫。総合公園発の新デザイン！？ 

松の雪吊り（管理棟前の芝生広場） 
本来は、雪の重みから木を守るために、樹木に支柱を立

てたり、縄で枝を吊る管理手法。今年、はじめての試み！ 

絵画展 市民が見つめる古河総合公園 
 

開催：１月 13 日（金）～２月 23 日（木） 
   ※毎週月曜日は休館 

場所：管理棟展示室 

内容：古河市文化協会より推薦をいただいた

３つの絵画サークルの方々が、2 週間づ

つ、総合公園の風景画を展示。 
主催：（財）古河市民公社  

共催：古河市文化協会 

菖蒲田の一角に、一年中、

わき水の絶えないぬかる

みがあります。工事で余

った石を活かして、井戸

をデザインしてみまし

た。夏の散策で、ちょっ

とした“涼”が楽しめそ

うです。 


